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	マルチプレックスPCRによるセレウス菌嘔吐毒素産生株

特異的検出キットを発売



タカラバイオ株式会社（社長：加藤郁之進）は、セレウス菌嘔吐毒素産生株を迅速に検出するPCRキットを５月２８日に発売します。

Bacillus cereus（セレウス菌）は、環境に広く分布しており、食品への汚染の機会が多く、食料、食材、調理加工食品の衛生的な取扱がなされなかった場合、腐敗、変性をもたらしたり、食中毒を引き起こすことがあります。行政上も、食中毒細菌として扱われる食品衛生上重視されている細菌です。

セレウス菌には、嘔吐毒素（セレウリド）を産生するものと、下痢原性毒素を産生するものがありますが、わが国に頻繁に見られるのは、嘔吐型食中毒で、その発症には、嘔吐毒素が関与しています。

従来、セレウリドを産生するセレウス菌の検出は、嘔吐毒素を、ヒト培養細胞を用いたバイオアッセイ法やLC-MS法により検出することにより行っていました。バイオアッセイ法は熟練した技術が必要であり、またLC-MS法は高価な測定装置が必要となることから、簡便かつ迅速なPCR法による検出方法の開発が望まれていました。

このたび、当社では、名古屋市衛生研究所 主任研究員 安形則雄氏らの開発した、嘔吐毒素を産生するセレウス菌を検出する特異的プライマーを用い、簡便で特異的な嘔吐毒素産生セレウス菌の検出キットを構築し、発売することになりました。

本キットでは嘔吐毒素の生合成に関与する酵素（CRS）遺伝子とセレウス菌およびその類似菌が保有しているレシチナーゼ遺伝子を検出することにより、嘔吐毒素を産生するセレウス菌を特異的に検出することが可能です。

名古屋市衛生研究所の協力を得て行ったテスト結果では、日本で実際に発生したセレウス菌による嘔吐型食中毒の臨床株を、無作為に100株用いて検出したところ、100％の確率で検出できました。また、セレウリド非産生株では全て陰性となりました。

＜製品概要＞
製品名：Bacillus cereus (CRS gene) PCR Detection Kit（研究用試薬）

製造販売：タカラバイオ株式会社

価格：89,250円（消費税込）５０検体用

キットの説明

１本の反応チューブ内でセレウリド合成遺伝子、レシチナーゼ遺伝子およびインターナルコントロールのマルチプレックスPCRを行い、アガロースゲル電気泳動により増幅産物の確認を行います。（PCR反応：約2時間）また、インターナルコントロールを含んでいるので、偽陰性の判別も可能です。












当資料取り扱い上の注意点
資料中の当社の現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち、歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通しであり、これらは現時点において入手可能な情報から得られた当社経営陣の判断に基づくものですが、重大なリスクや不確実性を含んでいる情報から得られた多くの仮定および考えに基づきなされたものであります。実際の業績は、さまざまな要素によりこれら予測とは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。実際の業績に影響を与える要素には、経済情勢、特に消費動向、為替レートの変動、法律・行政制度の変化、競合会社の価格・製品戦略による圧力、当社の既存製品および新製品の販売力の低下、生産中断、当社の知的所有権に対する侵害、急速な技術革新、重大な訴訟における不利な判決等がありますが、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。
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この資料は、５月２５日に京都経済記者クラブに配布しています。
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バイオインダストリー部
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＜参考資料＞

【用語説明】

Bacillus cereus（セレウス菌）
環境細菌のひとつであり、土壌、空気および河川水等の自然環境、そして農作物などの食料、飼料等に広く分布する芽胞形成桿菌です。

嘔吐毒素（セレウリド）

セレウス菌の産生する嘔吐毒でセレウリドと呼ばれています。環状ペプチドであり、抗原性はなく抗体で検出できません。また、加熱や蛋白分解酵素などにより失活しないので問題です。

CRS gene

嘔吐毒素（セレウリド）の生合成に関与する酵素遺伝子です。
PCR

Polymerase Chain Reaction (ポリメラーゼ連鎖反応法)の略称です。温度サイクル装置（サーマルサイクラー）を使用し、微量のDNAを数時間のうちに数百万倍にまで増幅する技術です。
マルチプレックスPCR

複数のターゲットを1本の反応チューブ内で、同時にPCR増幅することです。

バイオアッセイ(生物検定)

標準化された条件下で、生きた生物やその一部に対する生物活性物質の活性を測定することです。
LC-MS

高速液体クロマトグラフィー（HPLC）で逆相カラムにより分離した物質を
溶液状態のまま、マススペクトロメトリーに導入し目的物質の質量数（マスレンジ）を測定するシステム。微量分析ができ、定量性があるのが特徴です。
レシチナーゼ

レシチンを加水分解する酵素。レシチンはグリセロリン脂質の一種で、生体膜の主要構成成分として動植物に広く存在します。
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